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化石館便りは毎月第４木曜日発行。次回は 7月２1日です。

　● ４月号の『化石館だより』で募集したジュニア化石クラブの
　　 開催を中止いたします。年度内に改めて募集いたしますので、
　　 みなさま、ぜひご応募ください！

　● ７月１日より、化石採取会の募集を開始いたします。
　　 既にお知らせのとおり、今年度は
　　 ①７月１１日（日）　②７月１７日（土）　③８月１日（日）
　　 の３日間で実施いたします。ふるってご応募ください！
　　 ※ 7 月 11 日は「まん防」期間のため、札幌市内からのお申し込みは
　　　　　 お断りさせていただいております。

　●  新型コロナウィルス感染症対策のため、7 月 11 日（日）まで 
 　　 札幌市内からお越しのお客様のご入館をお断りしております。
　　  まことに恐縮ですが、ご理解の程よろしくお願いいたします。

体験館からのお知らせ沼田町化石館だより

只今、化石体験館は営業時間を短縮して営業を行っています。

営業時間　９：３０～１６：００（最終入場：１５：３０）
ご来館の皆様にはご不便をおかけいたしますが、
ご理解のほどよろしくお願いいたします。

幌新太刀別川のタカハシホタテ

　７月から沼田町化石館では幌新太刀別川での化石採取会が開始いたしま
す。そこで、今回は沼田町の文化財にも指定されている幌新太刀別川と
タカハシホタテについてご紹介いたします！
　タカハシホタテはその名のとおりホタテのなかまであり、約 500 ～ 300
万年前に生息し、成長するにしたがって片方の殻が大きく脹らんでいくこ
とが知られています。幌新太刀別川で見つかるタカハシホタテは非常に保
存状態が良く、数もたくさん取れることから、世界中の貝を研究する古生
物学者の間でとても有名です。
　また、幌新太刀別川は化石の保存状態が良いだけでなく、わずか数十メー
トル歩くだけで様々な大きさのタカハシホタテが採取できるということで
も非常におもしろい化石産出地であるといえます。上流では大きなタカハ
シホタテが、下流に行くほどサイズの小さな個体が見つかります。小さな
個体は、普段スーパーなどで目にするホタテの稚貝（我が家ではよくお味
噌汁に入っています）くらいのサイズで、化石体験館にもたくさんの「ミ
ニタカハシホタテ」が展示されています。
　幌新太刀別川は文化財指定
されているため、一般の方々が
化石を採ることができるのは
採取会のみです。
ぜひこの機会にみなさまの目で
様々なタカハシホタテを実際に
ご覧ください！

　５月末から発令されていた緊急事態宣言が明け、体験館はより多くの方々に
ご来館いただけるようになりました。体験館ではお客様に少しでも楽しく
展示をご覧いただけるよう、約１ケ月間で展示物の配置等を変化させました。
特に注目いただきたいのは、エントランスにある元「さわれるコーナー」。
現在、沼田町化石体験館がこれまで発行してきたガイドブックや
関連図書が自由にご覧いただけるようになりました！体験館
ヘビーユーザー以外の方はまだまだ展示に大きな変化は
見えないかもしれませんが、千里の道も一歩から。
変化する「過程」もお楽しみいただけるとうれしいです。

学芸員のひとり言 ：体験館展示更新中！



ヌマタネズミイルカ②

体験館に展示されている

ハナゴンドウと見比べてみてね！

③沼田町化石館が所蔵するヌマタネズミイルカの

化石は以下の３つです。

１． 天然記念物に指定された全身骨格

２． 耳の骨　　　　　　　　　　３． 頭の骨

第２ ・ ３標本は体験館で展示しています。

②歯は先端にふくらみのある” ヘラ” のような形を

しています。 これはネズミイルカ科にのみみられる

特徴であるため、 ネズミイルカの仲間であることが

　　　 わかりました。              　　　　ヌマタネズミイルカの歯→

もっと知りたい人は化石館ホームページに掲載の展示解説書②『ヌマタ

ネズミイルカ 発見・発掘・研究・レプリカ作製』をご覧ください。

３分でわかる

次回は沼田町を代表する○○○○ホタテを解説します！

①ほとんどの哺乳類の首は７個の骨からできています。

イルカも例外でなく首の骨 （頸椎） は７つですが、 現生のイルカは

骨が癒合 （くっつくこと） している一方、 ヌマタネズミイルカの

首の骨はひとつひとつが独立しています。


